











　Huang Di “ 黄帝 ”is one of the key persons in Chinese history.  By studying him, the real history will 
be revealed.  It is often said that at present “Chinese people are the descendants of Yan and Huang “炎黄” 
”.  However, when we trace their old materials, Huang Di “ 黄帝 ” and Yan Di “ 炎帝 ” were found to be 
the children of Shao Dian, “ 少典 ”; and they were brothers.  Then, why did the original order of Huang 
and Yan come to be reversed like“ 炎黄 ”?
　Huang Di stood at the entrance of Chinese civilization.  In those days, culture had already cultivated, 
however, Chinese people are considered to have been in the process from maternal primitive communities 
to paternal, or already in paternal primitive communities.
　In China, the two terms of “ 文明 ” and “ 文化 ” had long been used as almost the same, but today “ 文
明 ” is used as correspondent with “civilization”; and “ 文化 ”, with “culture”.  However, there are large 
discrepancies between the Chinese “ 文明 ”, “ 文化 ”, and the English “civilization”, “culture.”  This is 
due to the differences of ʻparadigmsʼ (typical pattern of thought) on both sides. They are rooted in 
historical differences in Western and Eastern worlds.  In order to find how different the two worlds are, 
we need to go back to the period of Huang Di.
　“Did Huang Di really exit or not?”  In the following paper, Ｉ inspect this proposition and what the 
theory of Deny Ancient School(“ 疑古派 ”) is like, who asserts that Huang Di did not exist.
　My dissertation consists of four parts, and the below is Part I.






































savagery（英）から、第 2 段階 barbarism「野蛮段階」へと入る。新石器時代で、農耕文































いて “ 生まれ ” を意味する natio（ナティオ）に由来する概念であり、gens（ゲンス）と
ならんで血統と出自の女神を意味した。家族より大きく氏族よりも狭い “ 同じ生まれに









は 1 例のみしか見られない。襄公 26 年に「楚、華夏を失う」（「楚失華夏」）とある。「諸























































うだと謂う。 “ 故に《左傳》に ʻ 髙陽氏に才子八人有り ʼ と。亦其の後代の子孫を






この場合、“ 少典の子 ” というのは “ 少典氏の子孫 ” を言う、というのである。つまり、
少典はあくまでも少典個人ではなく、少典氏という族集団であり、ʻ 子 ʼ も単なる子供
ではなく、その子孫を含め ʻ 子 ʼ という、というのである。だとすれば、同様に、黄帝
も個人ではなく、言うならば、“ 黄帝氏 ” を “ 黄帝 ” と称することがあると考えられる


































































































































































族、私有及び国家の起源》（1884 年）に基づき、これはさらに L. モルガン（米）の《古
代社会》（1877 年）をベースにしている。両書の日本の訳書、青山道夫訳《古代社会》（岩





Zivilisation（ チ ビ リ ザ チ オ ン ）。 英 語 で、savagery（savage ≒ wild），barbarism，




が相応しい。第 1 段階は Wildheit（独）、savagery（英）。中国語の用語では「蒙昧」、（前
掲日訳では「野蛮」とする）。Wildheit は英語の wildness。wild（＝ savage）は野生、未























































では 281 例の「民」字、《左傳》中には 436 例、《國語》中には 445 例の「民」字が出る。
これは驚きに値いする多数の使用例である。為政者と史官の民に対する重視と民の文化
中に占めるウエイトの大が読み取れる。「夫れ民は神の主也」（神を祭る主人公は民であ





































べると、中国では、十進法の発明は前 13 世紀（欧米との差は 2300 年早い。以下同じ）。
ゼロの設位は前 4 世紀（差 1000 年）。高次方程式の解法は前 1 世紀（差 1600 年）。小数
は前 1 世紀（差 1600 年）。負数は 2 世紀（差 1700 年）。π小数点以下 10 位までは 5 世

















































































《尚書》呂刑篇＝西周穆王時（穆王在位 BC.976 ～ BC.922）
《逸周書》嘗麥篇＝（西周成王時。一説に穆王時。成王在位 B.C.1042-B.C.1021）




































































































































2　：徐旭生（別名、炳昶）著《中国古史的傳説時代》（初版 1943 年，出版社不明 . 臺灣の影印版、地平線
出版社 1978 年による）p.37。増訂版は、科学出版社 1960、字体は繁体字を使用している。
3　：《史記》中華書局 1959 年版 , 第 1 冊 p.2










11　：S. ハッチントン著、鈴木主税訳『文明の衝突』集英社 2000,1. p.23
12　：夏鼎著《中國文明的起源》文物出版社 1985,7.p.81
13　：L.H. モルガン著、青山道夫訳《古代社会》上・下（岩波文庫版 1958,7.1961，9.）. エンゲルス著、村
井康男・村田陽一訳《家族、私有及び国家の起源》（大月書店版 1954 年 ,）
14　：中村たかを著《文化人類学序説》源流社 1997,12.p.22 
15　：李学勤著『《史记》〈五帝本纪〉讲稿』生活读书新知三联书店 2012.8.p.8
16　：徐炳昶（別名、旭生）著《中国古史的傳説時代》（初版本 1943 年，出版社不明 . 臺灣の影印版、地平
線出版社 1978 年による . 影印版では著者名は徐炳昶）p.106
17　：R.K.G. テンプル著、牛山輝代訳、J. ニーダム序 .《図説・中国の科学と文明》河出書房新社 1992,2. 
18　：森三樹三郎《支那古代神話》大雅堂 1944 年 3 月 .p.28 ～ p.40
19　：童書業著《春秋左傳研究》（第１版）上海人民出版社 .1980.10.p.1 ～ p.4.p.291 ～ p.292.
20　：顧頡剛著《史林雜識初編》（中華書局 1963 年 2 月初版 .2006.1 同版 3 次印刷 . 所収 p.176 ～ p.184）
21　：《史記》中華書局 1959 年版 , 第 10 冊 p.3179 
22　：《史記》中華書局 1959 年版 , 第 1 冊 p.46
???
43
